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 M2011 空力形状の主翼・尾翼・胴体の形状・配置は第一世代実験機の M2006prototype 形状と相












表１．第二世代実験機の M2011 空力形状の主要諸元 
胴体全
長 
Nose-A 5.8m（推進剤と 80kg） 
主翼
翼幅 2.41m 
Nose-B 6.8m（推進剤 105kg） 面積 2.15m2






Intake-B 1.45m 外翼 61deg 






 風試模型を縮尺 7/60 で設計・製作した。主翼、尾翼、中胴部（天秤インターフェース）、およ
び後胴部は M2006prototype 模型（縮尺 7/40）と共通である。３通りの胴体長に対応するノーズ部
品 A、 B、 C および３通りのインテーク長に対応するインテーク部品 A、 B、 C を製作した。
Nose-C と Intake-A を搭載したベースライン形状模型の外観を図２に示す。 
 本研究では、インテークの壁厚、エンジンの作動状態（空気流量）、および操舵機構を収めるた





 風洞試験は JAXA/ISAS の吹出式遷音速／超音速風洞で行う。空力測定には 6 分力内装天秤を用
いる。遷音速風試ではノーズ C・インテーク A を基本形状とし、試験項目によりオリフィスや尾
翼等を付け替える。迎角は 0 度とし、マッハ 1.3 から 0.7 までのマッハスイープを実施する。超
音速風試ではノーズから発生した衝撃波が風洞内壁に反射して模型後部に当たることを避けるた
めに最短のノーズ A を搭載する。マッハ数は 1.5、1.8、または 2.0 で通風毎に固定であり、ピッ









































 室蘭工大で研究開発している小型超音速飛行実験機について、従前の M2006prototype 形状を基

























































































NoseA 角台無尾翼 M2.0 NoseA 角台有尾翼 M2.0
NoseA 角台無尾翼 M1.8 NoseA 角台有尾翼 M1.8































(b) オリフィス開口比 80% 
 
 







(b) オリフィス開口比 80% 
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